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技術的負債（TD: Technical Debt)
• 短期的な利益のために導⼊される,最適とは⾔えないソースコー

ドの実装のこと
Ø問題点：新規機能の追加やリファクタリング作業の⼯程などの保守作業が増加

→そのTDの中には、開発者（実務者）によって意識的に導⼊さ
れるものがある
ØSATD(Self-Admitted Technical Debt )

Ø ソフトウェアのメンテナンスに悪影響を及ぼす可能性

→S A T D報告の実態は明らかにされていない

※SATD ：An Exploratory Study on Self-Admitted Technical Debt.
※A survey of self-admitted technical debt
※Predicting Usefulness of Code Review Comments Using Textual Features and Developer Experience
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⽬的
• 先⾏研究より
→開発経験が豊富な開発者ほどS A T Dを報告しやすい傾向
→開発経験が乏しい開発者が報告を⾏わないということではない

Ø開発者経験の差によって報告されるSATDは異なるのでは？
→過去の開発者が⾏ったIssue報告とPull requests数を開発経験
として使⽤
u報告者の開発経験によってSATDの内容に違いが⽣じるのかを

明らかに
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進捗状況
• データ収集（済）
• vscode,influxdb,saleor,serverの四種類のリポジトリより,github
graphQL APIとpythonを⽤い,データ収集
• IssueとPullreqを収集
• データの形（pandas等）の学習

• 分布表を作成し、開発経験の上位と下位の開発者の報告の違い
を分析（未）
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進捗状況
• 収集したデータからデータフレームを作成（済）

• Issue報告者の過去（現在扱っている４プロジェクト以外）の
Issue報告、Pull requests数を収集する必要

→開発経験として使⽤するのに４プロジェクト内では不⼗分
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